
第 34回日本受精着床学会総会・学術講演会 

 

発表番号 O-141 

 

長野県、2016.9.15-16 

 

アグリコン型イソフラボンは反復不成功例に対する着床環境を改善させる 

 

○灘本圭子 1、西原卓志 1、中島野枝 2、影山将克 2、井上朋子 1、森本義晴 1 

1HORAC グランフロント大阪クリニック、2株式会社ディーエイチシー 

 

【目的】 

ART では良好胚を移植しても妊娠に至らない反復不成功例など、原因が明らかにできず治療の方針が立

てられない症例が散見されている。大豆胚芽由来のアグリコン型イソフラボンは、抗酸化力に優れ、

血流改善作用があり、また着床のために不可欠な白血病阻害因子(LIF)やトランスフォーミング成長因

子(TGF-β)などのサイトカインの分泌を促進させることが明らかになっている。そこで本検討では、

反復不成功例の患者を対象にアグリコン型イソフラボンを含有するサプリメントを投与し、着床に与

える影響を調査する目的で検討を行った。 

【対象と方法】 

2 回以上胚移植を施行するも着床に至らない患者 30 症例（平均年齢 40.7 歳）に対し、少なくとも採卵周

期１日目より妊娠反応陽性までサプリメント投与した。そのうちの採卵施行患者 23例（コントロールと

して服用していない症例 15 例）における卵胞液中の抗酸化能（PAO）および過酸化脂質（LPO）を測定し

た。また 13 症例に対し服用前後の受精率・良好胚率を比較した。さらに胚移植施行患者 19 症例の着床

の有無を調査した。 

【結果】 

卵胞液中の PAO は服用群で 646.4μM、コントロール群で 742.4μM と有意に低値を示した(p<0.01）。LPO

は服用群で 2.24μM、コントロール群で 2.99μM と有意に低値を示した（p<0.01）。胚移植を施行した患

者 19症例中５症例が着床に至った。 

 



【考察】長期にわたり妊娠に至らない症例では、通常の不妊治療が困難となるケースもあるが、着床環境

の改善を図ることで妊娠が成立する症例も散見されている。通常の不妊治療以外のアプローチとして、

アグリコン型イソフラボン含有のサプリメントが着床環境を整え、反復不成功例に対して有効であるこ

とが示唆された。 


